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はじめに

2004年と2007年のEU東方拡大以降，地中海地域は加盟を前提としないEU近隣政策の最優先戦略工

リアとして脚光を浴びつつある。 EUの地中海政策のもとで95年から開始されたバルセロナ・プロセス

は， 2010年のEU・地中海自由貿易圏 (Euro-MediterraneanFree Trade Area; 以下EMFTAと略）

創設に向けて，最終段階に入った。 EMFTAの創設は， EUと地中海諸国 (Mediterranean Partner 

Countries; 以下MPCsと略）！）との間の連合協定締結にもとづく FTAネットワークの構築を土台とし

て，当該諸国のEU市場への融合を目指すものである。 1960年代から開始された地中海諸国との連合協

定締結は， EU対地中海政策の璽要な着地点の一つであり，唯一残されたシリアとの連合協定が2009年

12月に仮調印を終え，批准手続きが開始されている。（上）でみたように， 95年からの一連の政策展開

において， EUと地中海諸国との新たなパートナーシップの核心には「投資・協カ・貿易」の促進が据

えられており， EUからのFDI(対外直接投賓）流入を通じた経済発展戦略を目指しているものと考え

られる叫そうしたFDI流入を促進するために，当該諸国の国内経済改革が求められている。

地中海政策のもとで，トルコは1996年に関税同盟を締結し， FDI流入によって目覚ましい経済発展を

遂げている。現在， トルコは「汎欧州生産ネットワーク」に完全に組み込まれているが，とりわけ，

自動車産業の成長は著しく，今日の中東欧を包摂する「汎欧州生産ネットワーク」の再編を促す新た

1) 地中海の南・東岸に位置するEU非加盟10ヵ国を指す。対象となるのは，マグレブ諸国（モロッコ・チュニジア・ア

ルジェリア），マシュレク諸国（エジプト・ヨルダン・シリア）， レバノン，イスラエル，パレスチナ自治区， トルコで

ある。

2) European Commission (2008) , p.3参照。
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な動因となっている叫

東方拡大以降，こうした「FDI導入による経済発展Jの試みは， EU対外政策を通じて近隣諸国へと

浸透しつつある。欧州の経済発展を分析する際には，いまや， EU対外政策と，それを基盤として展開

される「汎欧州生産ネットワーク」を通じた欧州広域経済圏の形成という視点が不可欠となっている。

従って本稿は，地中海地域において， FDI流入を通じた「生産ネットワーク」形成の可能性を追究する

ことによって，当該地域を包摂する欧州広域経済圏の全体像の把握を目指すものである。この課題に

取り組むために，（上）で明らかになった，当該エリアにおける「生産ネットワーク」構築の実現へ向

けたEU政策レベルでのアプローチを，受入国側の対応の分析へと拡充し，さらに，産業・個別企業を

含めた市場側の具体的対応を中心とする分析へと視点を移す。

EU加盟を前提としない当該エリアにおいて，とりわけ，モロッコでは， 95年の新段階の地中海政策

を通じた産業基盤の整備と，国内経済改革が先行し，成長軌道に乗りつつある。本稿では，投資受入

国側であるモロッコのFDIの動向と経済発展戦略を扱うことによって，坦巾海エリアにおける「生産

ネットワーク」形成の一端を具体的に把握できればよいと考える。

以下， Iでは， EUーマグレブ諸国間の経済関係とFDI流入の現状を把握した上で，特に，モロッコと

の新たな二国間関係の推進力となる優先的地位 (AdvancedStatus)付与を中心に地中海政策の直近

の動向を整理する。 IIでは，新段階の地中海政策を基盤とし， FDI流入を通じた経済発展を志向するモ

ロッコの経済発展戦略の特徴を概括する。最後に，国別・産業部門別の対モロッコヘのFDI流入の動向

を明らかにし，「生産ネットワーク」の具体的な展開の分析に向けた足掛かりとしたい。

I . EUーマグレプ諸国間経済関係の深化と台頭するモロッコ

1995年以降， EUと地中海エリアとの経済関係は新段階を迎え，バルセロナ・プロセスの最終目標で

あるEMFTA創設へ向けて， EUからのFDI流入の増加と，貿易活性化の同時並行的な進展が展望され

た。

周知のように， 1990年代，中東欧諸国はEU加盟交渉が進められる過程で， EU法の総体（アキ・コ

ミュノテール）を受容し，市場経済体制へと移行した。この移行プロセスでは， ドイツを中心とした

欧州の多国籍企業が新たな生産拠点を求めて積極的にFDIを行い，中東欧諸国へと進出していった。中

東欧における欧州企業の事業拠点の再編成が進展すると共に，垂直的産業内貿易が進展し， EU域内貿

易は急拡大した丸こうした， FDIによる庄業再編と域内貿易の拡大が，今日の汎欧州生産ネットワー

クを形作ってきた。さらに，中東欧諸国は，欧朴［各国からのFDI流入によって，直接投資主導型のキャッ

チアップ・プロセスを辿った冗

2000年以降，欧州委員会は，バルセロナ・プロセスの活性化のために，地中海エリアに対するFDIの

3)田中 (2007),290~291百参照。 EUの周辺地域における自動車産業を中心とした生産ネットワーク形成については，

細谷 (2009)に訂しい。
4)田中 (2007),60~66頁参照。

5) 田中 (2007)によれば，こうした中東欧諸国の経済発展プロセスは，新たな「ヨーロッパ型の従属的発展」であると

し)う o
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急伸が必須であると度々主張してきた6)。これは， EMFTAの完成に向けたEU地中海政策の戦略的な

アプローチを示唆するものである。すなわち，先行モデルとしての中東欧諸国を念頭におきながら，

加盟を前提としない当該諸国に対して，投資先としてのポテンシャルの向上を促し，欧州市場を中核

とするFTAネットワークを機能させると同時に，当該諸国の経済発展を意図しているのである。 Iで

は，こうした動向を踏まえ， EUとマグレプ諸国との貿易関係およびFDIの特徴を把握する。また， 2003

年以降の欧州近隣諸国政策 (EuropeanNeighbourhood Policy; 以下ENPと略）の展開を背景に， EU

との関係を一段と深化させているモロッコとの新たな二国間関係の実情を概括する。

1 . マグレプ諸国の対EU貿易とFOi

はじめに，バルセロナ・プロセス以降のマグレブ諸国経済の状況を概観してみる。マグレブ諸国の

実質GDP成長率（平均）は， 1995~1999年にモロッコ2.3%, チュニジア4.9%, アルジェリア3.5%で

あったのに対し， 2000~2008年には，モロッコ4.8%,チュニジア4.9%,アルジェリア3.9%と推移し

ている（図 1)7)。マグレブ三国の中でも，特にモロッコは，度々マイナス成長を記録していたものの，

2000年以降その伸び足を加速していることが特徴である。これまで，モロッコの実質GDP成長は，農

業部門のパフォーマンスに強い影響を受けてきた。とりわけ，干ばつに対して同国は脆弱で成長率も

大きく変動した8)。1996年には12%の成長を達成したが，翌97年は雨不足による渇水から2.2%のマイ

ナス成長に見舞われた。 2000年以降は，工業部門が急速な成長を遂げると共に，穀物の収穫高も安定

的に推移していることから，同国はプラスの安定成長に転じた。

図1 マグレブ諸国の実質GDP成長率の推移 (1990~2008年）
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出所： World Bank, World Development Indicatorsより筆者作成。

6) European Commission (2008) , p.3参照。
7) World Bank, World Development Indicatorsより筆者算出。
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95年から展開されている当該諸国との連合協定締結により，工業製品・牒産物・ サービス分野の自

由化が進んでいる。チュニジアは他の地中海諸国に先駆けて， 2008年に工業製品の関税障壁を完全に

撤廃した。続く 2009年12月には，交渉が難航していたモロッコとの農水産物部門のFTA締結合意に

至った9)。今後はEU—モロッコ間で批准手続きに入る。伝統的に，マグレプ諸国の対EU貿易の依存度

は高く， EMFTA完成に向けて， EUーマグレブ間のさらなる貿易の活性化が展望されている。

マグレブ諸国の対EU輸出品目は，衣料・繊維，機械・輸送機器類，オリーブや柑橘類を中心とした

農産品，リン鉱石・天然ガス・石油といった天然資源である。マグレブ諸国の対EU輸出比率は 7割に

達する（表 1)。特に，アルジェリアは典型的な資源輸出国であり，対EU輸出のうち， 70.9%が炭化

水素部門を占めている 10)。同国は液化天然ガス (LNG)の産出量が世界第 2位であり，国営の炭化水

素公社 (SONATRACH)が天然ガスの輸出および石油ガス田開発を行っている。 1996年からは，マ

グレブ・ヨーロッパ・ガスパイプラインが開設され，アルジェリア (HassiR'Mel) からモロッコを横

断し，ジブラルタル海峡を経由してスペインヘの供給が開始された 11)。EUからの主要な輸入品目の

シェアは，機械26%,輸送機器13%,農業製品17%である。

また，モロッコに限って対EU輸出額を国別でみた場合，第 1位から順に，貿易相手国はフランス，

スペイン，イギリスとなっている。輸入額でみた場合，同じくフランス，スペイン，イタリアの順と

なっているが，近年はサウジアラビアおよびロシアからの輸入額も増大している 12)。EUへの主要輸出

品目は，衣類•水産加工品・リン鉱石・柑橘類・化学肥料である。モロッコは世界のリン鉱石埋蔵呈

の70%を保有しており，リン鉱石・リン酸関連（リン酸・固形肥料）の輸出を，リン鉱石公社である

Office Cherifien des Phosphates (OCP) が管理している。主要な輸出先は，スペイン，アメリカで

あり， 1996年以降は海外企業との合弁事業を活発に行っている 13)。農業部門においては，同国で生産さ

れる柑橘類の約70%がEU同けに輸出されている。また，近年は，対EU輸出において機械・輸送機器

類が増加傾向にあることが特徴である。なお， EUからの主要な輸入品は，機械部品・生地（織物）で

ある。

95年以降，バルセロナ・プロセスの各種金融・技術支援スキームのもと，インフラ整備などの産業

基盤形成が追求されたが，当該エリアに対するFDIは比較的緩やかな伸びで推移してきた（図 2)。し

かし， 2004年に，モロッコ・チュニジア・エジプト・ヨルダン間のFTAである「アガディール協定」

ヵゞ 調印（発効は2007年 5月）されると，それを境に，地中海地域への対内FDI流入が飛躍的に拡大する

（図 2)。現在，「アガディール協定」のプロジェクトはフェーズII(2008,,..___,2012年，予算400万ユーロ）

8) Dean (2008) , pp.850-851参照。
9)欧州委員会のHP, (Press Releases, IP/09/1952) より。農産物部門において， EU輸出の45%が即時自由化，今後
10年間で70%を達成することに合意した。しかし，センシティブ品目（肉類，加工肉製品，小麦，オリーブオイル，リ
ンゴ， トマト）については，関税割当が適用される。

10) Dean (2008), pp.219-223およびEuropeanCommission DG Trade Statistics (2009), EU Bilateral Trade and Trade 
with the World Algeriaより。

11) Dean (2008), p.853参照。 97年には，ポルトガルヘの供給が開始された。
12) Haut Commissariat au Plan, Annuaire statistique du Marne Commerce Exterieur, plusieurs anneesより。
13) Office Cherificn des PhosphatesのHP(http:/ /www.ocpgroup.ma/)およびDean(2008) , 852-854参照。欧州の
企業では， 95年にベルギーのPrayon-Rupel, フランスのGrandeParoisse of France, 99年にノルウェーのNorsk
Hydro of Norwayとプロジェクトを締結している。
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年 実質GDP成長率（％）

2004 4.8 

2005 3.0 

2006 7.8 

2007 2.7 

2008 5.4 

年 実質GDP成長率(%)

2004 6.0 

2005 4.0 

2006 5.5 

2007 6.3 

2008 4.5 

年 実質GDP成長率（％）

2004 5.2 

2005 5.1 

2006 2.0 

2007 3.0 

2008 3 0 

EUの地中海政策とマグレブ諸国（下） -121-

表 1 マグレブ諸国の対EU貿易 (2004~2008年）

モロッコの対EU留易

EUからの輸入（百万ユーロ） EUのシェア(%) EUへの輸出（百万ユーロ） EUのシこア(%)

8,454 57.9 6,197 75.5 

9,061 54.1 6,520 73.0 

11,479 57.7 6,570 62.3 

13,617 57.3 7,340 62.2 

15,854 58.0 7,617 57.0 

チュニジアの対EU貿易

EUからの輸入（百万ユーロ） EUO)シェア（％） EUへの輸出（百万ユーロ） El)(!)シェア（％）

7,198 70.1 6,497 83.4 

7,494 70.l 6,848 80.2 

7,841 65.9 7,178 77.2 

10,472 71.9 8,164 76.7 

10,936 67.7 8,627 73.4 

アルジェリアの対EU貿易

EUからの輸入（百万ユーロ） EUのシェア（％） EUへの輸出（百万ユーロ） EU(!)シェア(%)

10,417 62.2 13,932 54.4 

11,552 61.2 19,004 53.9 

10,954 55.2 22,087 51.6 

12,379 51.3 18,945 46.2 

16,840 55.2 25,772 50.1 

出所： European Commission DG Trade Statistics (2009), EU Bilateral Trade and Trade with the Worldより筆者

作成。

が始動し，引ぎ続きATU (Agadir Technical Unit) を通じて，欧州企業からの投資誘致に照準を定

めた産業復興プログラムと「汎欧州地中海原産地累積制度」 11)の実施を目指している。

ANIMA (2009) によれば， 2003~2008年におけるEUから地中海地域への対内FDIフローは，累積

で875億ユーロである。その内訳は，マグレブ256億ユーロ，マシュレク196億ユーロ，他の地中海諸国

（トルコ・イスラエル・キプロス・マルタ） 423億ユーロである 15)。また，当該地域への投資国別のプ

ロジェクト累積額をみた場合，フランスが240億ユーロ，次いでイギリスが180億ユーロ，イタリア72

億ユーロ，スペイン68億ユーロ，オランダ61億ユーロ，ドイツ52億ユーロである。マグレブ諸国にとっ

て，フランスは最大の投資国である。

次に， 2006年以降の当該エリア全体へのFDI流入を投資地域別にみた場合， EU27ヵ国と比較して中

近東詰国からの投資が増勢基調である。この理由のひとつは， 2004年以降， UAEのエマール(Emaar)

社を筆頭に，金融・不動産部門，観光部門への不動産投資が積極的に展開されたことが挙げられる 16)0 

14) EU27ヵ国， EFTA4ヵ国， MPCslOヵ同の計41ヵ国が対象とされ，多国間累租が適用される。また， EUとEEA,マ
グレブ諸国（モロッコ・チュニジア・アルジェリア）との間では完全累租が適用される。

15) ANIMA (2009a), pp.17-28参照。
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図 2 マグレブ諸国・アガディール協定国における対内FDIストックの推移
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出所： UNCTAD, FDI Statisticsより筆者作成。

表 2 地中海地域（サブ・リージョン）への対内FDIフローの推移

対内町）］フローの推移2003-2008年（単位：百万ユーロ） 各地域への対内FD!フロー 主要投汀国別ンェア2003~2008年（単位，％）

0'.1 04 Oo 06 07 08 EU:!7 I EFT A Gulf I other :V!ENA アメリカ・カナダその他

マグレブ 6013 7251 7381 11821 15830 8018 46% 29% 11% 14% 

マシュレク 1861 4658 11615 28558 27公85 n8o 2fi% 55% 6% 13% 

他の地中海諸匡 1937 871 20474 28608 18261 2469'1 

出所： ANIMA (2009a) , pp.21-23より争者作成。

他方で，マグレブヘの対内FDIフローに限ってみた場合には，欧朴l企業からのプロジェクトが集中して

いる。 2008年のEUからマグレブ諸国への対内FDIフローは，およそ80億ユーロであるが，そのうち建

設・大規模土木事業・観光業のプロジェクトが67件（投資総額25億ユーロ），エネルギー関連の投資プ

ロジェクトが53件 (27億ユーロ），銀行・保険プロジェクトが23件 (12億ユーロ）報告されている 17)0 

2. 欧州近隣諸国政策の展開と優先的地位 (AdvancedStatus) の付与

（上）でみてきたように，地中海政策の第 4フェーズ (1995~2010年）において， EUレベルで一貫

して実践されてきたのは，欧州市場への統合を主眼とする連合協定締結に向けた取り組みと，当該地

16) ANIMA (2008), pp.28-32参照。

17) ANIMA (2009a) , pp.21-23参熙。
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域の経済発展のための各種金融・技術支援スキームの履行であった。対地中海のみならず，こうした

EUの対外政策は，近隣地域との良好な経済関係を展望するものとして， 2003年にENPのもとで一本化

された。 ENPの目的は， EUの基本的価値である「民主主義・人権・法の支配・市場経済」に基づき，

近隣諸国との経済協力と政治対話の促進を通じて，安全保障を含む近隣地域の安定を確保することで

ある。 2008年には， ENPに先駆けて進展してきたバルセロナ・プロセスの活性化を目指して「地中海

のための連合」が発足した。また，同年10月には， EUーモロッコ間における政治・経済・社会文化面

でのより強固なパートナーシップの確立を目指す共同文書が交わされ，二国間関係は新しい段階に差

し掛かっている。

1)地中海のための連合

2008年 7月のパリサミットにおいて，両地域間の政治対話の促進，安全保障の発展に向けて「地中

海のための連合」が提唱された。パリサミットには， EU27ヵ国，地中海諸国10カ国，アルバニア，モー

リタニア，ボスニア・ヘルツェゴビナ，クロアチア，モナコ，モンテネグロの計43カ国が参加した。

これは， EUの政治的な起動力に一層の弾みを与え，当該諸国との政治対話を促進すると共に，バルセ

ロナ・プロセスの三つの主要な軸をもとにしたプロジェクトの達成を目指すものである 18)。「地中海の

ための連合」における最初のプロジェクトは，「地中海の汚染除去」，「海上および陸上高速交通網の整

備」，「災害からの市民保護」，「地中海の太陽光計画」，スロベニアにおける「欧州・地中海大学の設立」，

中小企業の支援である「地中海事業開発イニシアチプ」が挙げられる 19)。また，自由貿易圏創設の実現

に向けた交渉の継続や，上記のプロジェクト実施によって，バルセロナ・プロセスの強化をはかるこ

とが約束された。

これまで欧州委員会は，バルセロナ・プロセスの促進のためには，地中海諸国のダイナミックな成

長が真に必要であり， EUとの密接な統合へ向けた国内経済改革の加速と，新たな経済体制への適合に

向け最大限の努力を講じるべきである，と指摘してきた20)。同プロセスでは， MPCsの金融•技術支援

の中核を担うMEDAI (1995~1999年）•MEDA II (2000~2006年）の展開，およびEIB(欧州投資銀

行）のプロジェクトをベースに数年ごとの援助の見直しを経て実施されてきた。 FDI流入を腕んだ産業

基盤の整備は，主としてこれらの支援スキームにより計画された各国別プロジェクトを通じて行われ

た。支援内容は，ィンフラ整備から裁判所の近代化，教育支援まで多岐にわたるが，マグレブ諸国で

は，モロッコにおける水資源管理改善の事業や北部地域（タンジェーウジュダ間）のバイパス建設，チュ

ニジアでの鉄道網の整備などが例に挙げられる 21)。

地中海政策をもとに奨励された様々な開発プログラムの数は，モロッコだけで120あまりにのぽる。

2003年にはENPのもとで， MEDAに代わる新たな援助ドナーとして， EuropeAidを実施機関とする

ENPI (European Neighbourhood and Partnership Instrument) 22>の運営が開始された。 ENPIの

18)三つの軸とは，「政治・安全保障対話」，「経済・金融パートナーシップ」，「社会・文化・人権に関するパートナーシッ
プ」である。

19) European Commission (2008)およびジェトロ (2008)参照。

20) European Commission (2000) , pp.2-5より。
21) MEDAコミットメント額やプロジェクトの詳細については，高崎 (2009)を参照。
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リージョナルベースの支援においては，対象地域を南部（地中梅エリア）と東部23)に二分し，それぞれ

2007~2010年で 3億3300万ユーロ， 2億2300万ユーロの予算を拠出している。

2) EU法の総体（アキ・コミュノテール）への接近

近年，当該エリアの中でも， とりわけ，モロッコは欧1-1'1との政治的，経済的な緊密性をさらに深め

るとともに，国内経済改革が進んでいる。 2008年10月に開催されたEU—モロッコ連合理事会 (Associa

tion Council) において，モロッコは地中海エリアで初めて， EU27ヵ国との優先的地位 (Advanced

Status) の合意に至った。この共同会議では， EU—モロッコの二国間関係の持続的な発展に向けたロー

ドマップとして，優先的地位付与に関する共同文書が作成された。

従来の連合協定とENPをベースに考案された優先的地位の最大の特徴は，モロッコによる， EU法の

総体（アキ・コミュノテール）の受容が明らかにされたことである。共同文書において， EU—モロッ

コ間の政治協力の強化が第一の目的とされ，モロッコ国内法をアキヘと漸進的に接近させていくこと

が双方で確認された。これは，アキの受容を前提にモロッコが欧＇州市場とのさらなる統合を目指すも

のである叫 EUは，優先的地位の付与によって，法的枠組みの接近と同時に，安全保障・司法協力を

通じた政治面，人権面および経済面における包括的な協力の遂行を強調している。

具体的には，政治レベルでは， EU—モロッコ間で大臣会合を定期的に設置し，同国はEUで開催され

る会合や審議会に参加することができる。司法協力としてアキヘの適合に向けた作業部会が開催され

る。さらに，文化・科学・教育分野での二国間交流の活発化と市民社会間の対話促進が提言されてい

る。経済レベルでは，欧州統合と同様のプロセスで，モロッコの欧州,1市場への統合が促進される。地

中海エリアの連合協定は，財・サービスの自由移動を一律に目指しているものの，テーラーメード形

式で設定されているため，資本・人の自由移動における開放度は各国によってまちまちである。しか

し，優先的地位は，欧小i'I市場との一層の統合を日指し，財・サービス・資本の完全な自由移動と専門

職の人材交流を主眼としている。また，欧州横断ネットワーク (TransEuropean Network; TEN) 

計画への参加および部門別の協力推進が承認された25)0 

11. EU—モロッコ経済協力の進展と FOi

中東欧諸国における投資主導型の経済発展プロセスは，地中海政策のもとで国内経済改革を推進す

る地中海諸国に大きなインパクトをもたらした。 Iでみたように，とりわけ，モロッコではアキヘの

接近が確認され，優先的地位が付与されるに至っている。ここでは，マグレブ諸国の中でも，先行す

るモロッコに注目することで，当該エリアにおける「生産ネットワーク」形成の可能性を明らかにし

22) EuropeAid ENPIのHP(http://www.enpi-info.eu/indexmed.php) より。

23)対象国は，アルメニア・アゼルバイジャン・ベラルーシ・グルジア・モルドバ・ウクライナ・ロシアである。
24) IE Med. (2009), Larbi Jaidi "The Morocco/ EU Advanced Status: What Value Does it Add lo the European 
Neighbourhood Policy?", pp.149-154, IE.Med. およびEuropeanCouncil (2009) を参照。

25) TENは，産業インフラ整備計画であり，運愉・エネルギー輸送・情報通信などの分野において， EU規模でインフラ
整備をはかる計両。山中・長部・久保・岩田 (2006),173頁。
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たい。従って，地中海政策のもとでEUとの関係強化をはかりながら，新たな経済発展戦略を土台にFDI

流入を通じた経済成長を目指すモロッコの動向を整理する。

1 . 国内経済改革の推進と経済発展戦略

まず，地中海エリアにおける投資受入国側の政策動向の例として，モロッコの経済発展戦略を取り

上げる。モロッコは， 1980年代初頭，他の多くの途上国と同様に，国内経済改革の失敗と累積債務問

題から経済危機に見舞われ， 1984年にIMFおよび世銀の構造調整プログラムを受入れた。モロッコ政

府は，輸出志向工業化を通して，農業部門とリン鉱石貿易に依存した経済構造からの脱却を目指した。

また，経済改革の一環として1989年に民営化省が創設された26)。94年には民営化プログラムが開始さ

れ，国営企業の民営化が促進され， 98年までにプログラムの対象となった114社のうち， 58社が売却さ

れた叫

これに対し，新たに2006年からは， Plan Emergenceとよばれる経済発展戦略を開始した28)。Plan

Emergenceは，①重点 7分野に関する政策（オフショアリング・自動車部品・航空機部品・電子部品・

農水産物加工・繊維および革皮）と工業ゾーン開発，②中小企業の競争力強化，③職業訓練（カサブ

ランカ航空産業学院創設など），④ビジネス環境改善，⑤投資誘致施設の強化（以前の投資局から投資

開発庁へ）という 5つの指針に基づいて実施される。

これは，モロッコ政府（経済財政省，商工業新技術省，雇用職業訓練省，貿易省，教育省，農業漁

業省，経済総務省，司法省，内務省）が主導する産業発展戦略である。モロッコ企業連盟，モロッコ

銀行協会 (AtiijariWafa銀行・BMCE銀行・BCP銀行）も参加し，競争力強化のために上記の戦略セ

クター 7分野を指定し， 2015年までに44万人の雇用創出と工業分野でのGDP増加および輸出額の増大

を目指す。 PlanEmergenceの総予算額として124億DH(ディルハム）が拠出される。 111件のプロジェ

クトのうち，繊維・自動車部品等産業振興策として56件， ビジネス環境改善・職業訓練・工業振興ゾー

ン開発などの競争力強化策として48件，プログラム管理・執行予算として 7件のプロジェクトが実施

予定である。

同プログラムの2009~2015年計画は，さらに22万人の雇用創出と工業分野における500億DHのGDP

増加と950億DHの輸出増額を追求している。そのため，銀行協会創設のファンドからの融資も決定し

ており，職業訓練関連政策 (34%), 投資奨励策 (24%)へと充当される予定である。

さらに， PlanEmergenceのもとで， 2000年から実施されているFoundsHassanIIによる戦略セク

ターヘの支援も継続される。このファンドは，外国企業への融資を主眼とする投資奨励策である。経

済成長を目的とした戦略セクターとして，自動車部品・電子部品・航空機産業を指定しており，計画

額が500万DH以上のプロジェクトについては，モロッコ政府が全コストの10%を負担する。また，ナ

26) 現在では，経済• 財政省 (Ministerede l'economie et des Finances)内の公営企業・民営化局 (Directiondes 
Enterprises Publiques et de la Privatisation) として機能している。経済•財政省のHP (http:/ /www.finances.gov. 
ma/)参照。

27) Dean (2009) , pp.850-851参照。
28) Plan Emergenceの詳細については，在モロッコ日本大使館経済日誌，各月，モロッコ王国各省庁のHPおよび

ANIMA (2009b) , (2010)を参照。
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ノテク・バイオテクノロジー関連のR&D設備建設に関しては，モロッコ政府が全額支援する。加えて，

200万DH以上，現地雇用250人以上の投資プロジェクトにはFondsde promotion des investissements 

が適用される。これは，土地取得経費の補助や設備投資，労働者の聰業訓練に優遇措置を講じたファ

ンドであるが， とりわけ，繊維などの伝統的な工業部門の近代化を主眼としており，繊維・衣料部門

に限り，郊外への拠点進出は，さらに10%の優遇措置を受けることができる。以上のように， 2006年

以降，モロッコ政府は工業部門におけるFDI流入の急増を意図した投資奨励策を積極的に採用し，さら

なる経済発展を目指している。

2. モロッコヘのFOi

次に，モロッコヘのFDI流入の動向を考察するために，投資国別シェアおよび産業別シェアの推移を

整理することにしたい（図 3および図 4)。モロッコヘのFDIを同別でみてみると，伝統的には1日宗主

国であるフランス，スペインからの投賽が集中している。特に，フランスからのFDI流入が顕著であり，

モロッコにとっては貿易面• 投資面で最も重要な経済的パートナーであることが分かる。他方で，中

東欧での製造業部門へのFDIに大きな役割を果たしているドイツからの投資は少ない。また全体とし

て， 2000年以降， FDI流入の急増が確認される。 2003年以降のモロッコ対内FDIフローを見てみると，

石油価格の上昇などを背景にUAEからの投資が増大していることが分かる。

図3 モロッコ対内FDIフロー 投資国別シェアの推移
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出所： 92~98年のデータは， HautCommissariat au Plan, Annuaire statitiq瞑 duMaroc 1997, 2000, Royaume du 

Maroc, diverscs editionsをもとに筆者作成。 99~08年のデータは， Royaumedu Marne Office des Changes, 

Ralance des I'm臼⑰ienls 1999-2008, di verses editionsをもとに筆占作成。※92~98年のデータに限り証券投資を

含杜。 1ユーロ =11.2モロッコディルハム (2010年2月現在）。
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図4 モロッコ対内FDIフロー 産業別シェアの推移
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出所： 92~98年のデータは， HautCommissariat au Plan, Annuaire statitique du Maroc 1997, 2000, Royaume du 

Maroc, diverses editionsをもとに筆者作成。 99~08年のデータは， Royaumedu Maroc Office des Changes, 

Balance des Paiements 1999-2008, di verses editionsをもとに筆者作成。※92~98年のデータに限り証券投資を

含む。 1ユーロ=11.2モロッコディルハム (2010年 2月現在）。

ここで，産業部門別でFDI流入の動向を見てみると， 2000年以降の製造業，テレコム，観光業への対

内FDIフローの増加が特徴的である。製造業では，衣類・繊維部門および自動車・航空機部品部門への

FDIが比較的高い。

旧来からモロッコは，衣類・繊維部門の発展を梃子にEUとの貿易拡大をはかってきた。 1980~90年

代の後半にかけて同部門を産業発展戦略の中軸に据え，EUとの地理的な近接性を利用して紡績用繊維

を欧州から輸入し，委託加工取引による衣類・繊維用品の輸出向け下請け産業を発展させた。 90年代，

製造業において同部門へのFDI流入は安定的に推移していたが， EU加盟プロセスが進展するなかで中

東欧諸国の対EU貿易が急拡大し，衣類・繊維を中心とした労働集約産業に特化したルーマニアやブル

ガリアなど競合国の台頭によって，モロッコヘの投資インセンティブが低下した。また，中国・イン

ド製品のEU市場への攻勢に加えて， 2001年の多国間繊維取決め (Multi-FibreAgreement)の撤廃に

よって，モロッコ繊維製品の対EU輸出額は減少を余儀なくされた29)。しかし，近年は， 2005年のイタ

リアLegler(投資額8700万ドル），スペインのTavex(投資額7300万ドル）などの欧州企業による同部

門への投資拡大がみられる。加えて， PlanEmergenceにおける衣類・繊維部門の専門職業訓練支援策

によって，高付加価値衣服・オーダーメイドなどの衣料生産に転向をはかることで国際競争力の維持

29)吉田 (2007), 5 ~ 6頁参照。
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に努めている。

他方， 2000年以降のモロッコ政府の産業発展戦略は，製造業のなかでも衣料・繊維部門に代わって

自動車・航空機部品部門へと重心を移している。モロッコ政府は同部門の輸出競争力の強化を目指し，

工業ゾーンの開発や大規模なインフラ幣備を行っており，欧州企業を積極的に誘致している。特に，

2003年におけるルノーの進出を契機として，同国の自動車関連部門への投資は活況を呈している。2003

年，ルノーはモロッコ政府と国営SOMACAへ資本参加（当初の投資計画額は2200万ユーロ・株式保有

率38%)することで合意した。 2005年にはイタリアのFiatが保有する同社の株式を買収し，出資比率を

54%に引き上げ， DaciaLoganの生産を開始した。さらに， 2006年には出資比率を80%に引き上げ，

ルノーの子会社となったSOMACAは， 07年からCasablanca工場においてフランス・スペイン向けに

Loganの輸出を開始した30)。2007年にはTangerでの新工場設立を発表する運びとなり，総投資額は 6

億ユーロに達する。このような自動車部門へのFDI流入の増加はモロッコの自動車産業の裾野を広げ

るものとして期待されている。

1999年に即位したムハンマドVI世匡王は，国内経済改革として国営企業の民営化に意欲的に取り組

み，経済発展戦略の推進や企業誘致のための大規模なインフラ整備を講じてきた。99年以降のFDI流入

増加の一因として，こうした大規模な民営化の推進があげられる。例えば， 2001年のFDI最大の特徴は，

テレコム部門への大規模な投資であるが，これは，国営のMarne Telecomが民営化されフランスの

Vivendi-Universal of France (投資額22億ドル・株式保有率53%) によって買収されたためである 31)0 

2003年には，スペインのAltadis(投資額12億9200万ユーロ・株式保有率80%) に対して国営タバコ公

社のRegiedes tabacs du Marneが売却され， 2005年には砂糖公社のSocieteMarocaine du The et du 

Sucreなど次々に民営化が実施された。

また， 2001年，同王は観光振興策としてMorocco'sVision 2010を発表した32)。Vision2010では， 2010

年までに年間観光客数1000万人の達成と，観光セクターにおける60万人の新規雇用およびGDP比率の

上昇を目標としている。同計画では，沿岸の 6地域を指定し外資による複合リゾート開発計画を実施

するPlanAzurを策定した。航空輸送のパートナーシップや観光製品の多様化のほか，ベッド数10万床

を目指し海外ホテルチェーンを積極的に誘致している。こうした大規模リゾート開発の担い手は，フ

ランスやスペイン，ベルギーなどの欧小什企業であったが， 2006年以降は石油価格の裔騰により中近東

諸国からの投資が急増している。モロッコ政府は，観光開発に伴うインフラ整備とそれによる雇用吸

収や消費拡大に期待しており，観光セクターヘのFDI流入は同国の経済発展の一巡を担っている。

3. 自動車関連産業の発展

上述のようなモロッコ側の産業振興策の積極的な展開を通じて，同国への欧州企業の進出がみられ

る。ここでは，より具体的に産業・個別企業を含めた市場レベルの分析を進めるためにモロッコの自

30) FOURIN (2008), 「世界自動車統計月報8月号」 44頁およびANIMA(2009b), p.127参照。
31) 1997年，国有企業であるOfficeNational des Posts et TelecommunicationsがAgenceNationale de Reglementa-
tion des TelecommunicationsとMarocTelecomに分社化し民営化に至った。

32) Dean (2008), pp.857-858参照。
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動車関連産業を取り扱う。

2000年以降，建設・土木事業関連のFDI流入によって，マグレブ諸国では港湾の整備が加速し，フラ

ンスのPSA,CMA-CGMなど欧州企業による新たなコンテナターミナルの建設が相次いでいる。なか

でも，ジブラルタル海峡を挟んでスペイン対岸まで14kmに位眉するモロッコのタンジェ・メッド

(Tanger Med)港は，欧州市場への運輸・物流のハブ拠点として大規模開発が進み，フランス・イタ

リア・スペインを中心とする企業が次々と進出している。

タンジェ・メッド港に隣接するタンジェ経済特区には工業ゾーン，商業ゾーン，ニアショアゾーン

などが設営され，工業部門ではvw,ルノーなどがすでに丁場を稼働させている。タンジェ経済特区は，

モロッコの最重要工業地域である。 PlanEmergenceの戦略セクターである自動車産業は， 1960年代に

国営SOMACAとルノーが小型商用車組み立てに合意したことによって，その生産の基礎が築かれた。

2000年以降は，モロッコ政府の経済戦略 (FondsHassan II)などにより，自動車産業への投資環境が

整備された。ルノーの子会社であるSOMACA(80%出資）が2005年に輸出主導でLogan生産を開始し，

1999年から 2万台の水準が続いていた同国の自動車生産台数は，拡大韮調にある。 2009年のSOMACA

表 3 モロッコ自動車関連産業への主な直接投資

投資企業 企業 (lei!) 投登年 投資地 相手企業 投資額（百万ユーロ） 備考

kenault フランス 2003~・Tanger SOMA CA (モロッコ）

Kia Motors 斡国

Nexans フランス

Valeo フランス

Simonim フランス

Leoni ドイツ

住友電工/Sews~laroc □本

Delphi アメリカ

フジクラ 日本

仕友電工 日本

Ficosa スペイン

2005 Rabat 

2005 Casablanca -

2007 Bouznika Leoni (独）

2007 Mohammedia -

2007 Bir Rami -

2007 Kenitra Sews-Cabincl Maroc 

2007 Tanger -

2009 Tanger 

20WI Tangcr 

2009 Tanger 

2003年， SOMACAへ登本参加。 2005年， SOMACAで

Dacia Logan生産開始。 2006年，出襄比率80%へ。 2007
600.U 

年 9月， Tanger工場設立計酉発表。フランス・スペイン

向け輸出。 2012年工場稼働予定。

1. 9 Chellah :vlotors試験設備設立。

ケープル凸庄開始。 Casablanca周辺(Mohammedia)エ
1.4 

場設立。自動車・航空機向けケープル生産。

18.0電気ケーブルの販元拡張のため工場拡張。

1.8 (仏の中小企業）自動車の電気部品生産工場設立。

22. 2 Rabat, Casablanca周辺。新工場設立。

25.2ワイヤーシステム丁．場設立。

27 .0スペイン上場を移管。

、",
迄ャ ， 

（小明）スペイン向け輸出。 1レーマニアから生庄移管。

（小明）欧州向けワイヤーハーネス生産を中東欧から移管。

（不明）ルノ,,上場設立に伴い,Ta啜 erへ進出。

出所： ANIMA, Foregin Direct Investment into MED, various issues, Tanger Mediterranean Special Agency HP, 

FOURIN『自動車統計月報』各号，メーカー各社の広報資料より筆者作成。
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の輸出比率は50~65%である。モロッコの自動車市場は，歴史的にフランスブランドのシェアが高く，

2002年には 3ブランド (Renault,Peugeout, Citroen)の合計シェアが51.2%に達した33)。

2007年 9月には， Renault/日産によるタンジェ経済特区の新工場設立計画が発表された34)。ルノー

は，タンジェ経済特区でLoganベース (BOプラットフォーム）の 2モデルの生産を開始する予定であ

り，年産40万台，輸出比率9割，稼働当初は2400人の雇用を目指す。 2008年以降の世界金融危機により

日産のモロッコ進出計画が頓挫し，上記計画は一時中断を余儀なくされたが， 2009年 6月，工場稼働

時期を当初の2010年から2012年に延期し，ルノーが単独で生産を開始する方針が打ち出されている。

ルノーが生産拡大計画を発表したことが呼び水となり，モロッコヘのサプライヤーの生産移管が進

んでいる。 2010年 2月現在，モロッコの自動車関連企業は約300社である 35)。ここで，モロッコヘ進出

した主な自動車関連企業をまとめてみると，モロッコにおけるサプライヤーの展開としては，仏メー

カーを中心とした「ワイヤーハーネス」輸出が盛んであることが特徴である（表 2)。特に，欧州への

輸送コストは，エジプトよりもモロッコが優位であり，今後も欧州向けの輸出拠点として欧州からの

移管が進む可能性がある。ワイヤーハーネス生産においては， 2003年，フランスのValeoが1800万ユー

ロを投資してBouznika・Rabatに新工場を設立， ドイツのLeoniやスペインのFicosaがTangerへ進出

した36)。2003~04年のカーシート生産においては，欧州企業のTangerへの進出が相次ぎ，フランスの

Treve, ポルトガルのSunviauto,スペインのCovercarが総額で1500万ユーロを投資し，さらに08年に

はフランスのFaureciaが1000万ユーロを投資してシートトリムカバーの新工場を設立している。ま

た， Tangerに進出した他の自動車部品メーカーとして， 2007年のフランスSimonin(投資額200万ユー

ロ）や09年のポルトガルJoamar(投資額400万ユーロ）があげられる。 ANIMA(2010)によれば，モ

ロッコにおける自動車関連産業の進出先は，タンジェおよびカサブランカを中心とした産業集積区域

である 37)。しかし，年産50万台の自動車輸出国となるためには，裾野産業の強化が不可欠であり，他の

部品分野での成功例が必要である 38)。モロッコ政府は，自動車•関連部品の輸出拠点として自動車産業

の育成を強化するガ針を打ち出しており， 2015年までに同部門で6億3000万ユーロのGDP増大と新た

に4万人の雇用を目標に掲げている。

結びにかえて

本稿の課題は， EUによる地中海政策の新たな展開が，当該地域においてFDI導入による経済発展プ

ロセスを始動させ，「汎欧州生産ネットワーク」がEUの南方に伸長しつつあることを示すことにあっ

た。そのために（下）では，地中海政策に呼応した投資受入国側の政策を整理し，さらに具体的に産

業・企業レベルでの動向の把握を試みた。その結果，以下の 3点を解明できた。第 1は，アガディー

33) FOURIN (2009), 「世界自動車調査月報 8月号」， 46-47頁参照。

34)詳細はFOURIN(2008), 「世界自動車調査月報 8月居J,44-45頁を参照されたい。

35) ANIMA (2010) , p.121より。

36) ANIMA (2004b) , pp.45-48参照。 Valeoは初年度に1550人の現地后用を行い，ェンジニアリングセンターを設立す

るなど，高付加価他拠点の育成も進みつつある。
37) ANIMA (2010) , p.121参照。
38) FOURIN (2009), 「世界自動車調査月幸艮 8月号」， 47頁より。
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ル協定が調印された2004年以降，マグレブ諸国への対内FDI流入が急増した点である。第 2は， EU地

中洵政策に呼応する形で，投資受入国側の経済成長戦略も外国からのFDI誘致に照準当てるように

なっている点である。とりわけ， 1999年以降，新国王の下で当該戦略を最も積極的に推進しているモ

ロッコでは， EUとの間で「優先的地位」付与によるEUアキヘの接近が急展開していることを明らか

にできた。第 3は，こうした受入国側での政策対応の結果，欧州企業のモロッコヘの進出が自動車産

業などにおいて進展しつつある点である。

このように，本稿においてはEU地中海政策の新展開に呼応したFDI主導型の経済成長パターンが，

モロッコという特定同において始動しつつあることを確認できたものの，エリア全体での成長パター

ンの変化，さらには中東欧諸国との比較分析については，なお課題として残されている。

また本稿では，欧州広域経済圏の地中海エリアでの形成過程を先導するモロッコにおいて，タンジェ

経済特区の自動車生産などEU企業による製造拠点形成が本格化していることを概観できたものの，具

体的な調査や事例研究には着手できていない。今後は自動車産業の動向に着目しながら，当該エリア

における「汎王欧州生産ネットワーク形成」の実態をより詳細に解明していきたいと考える。
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モロッコ王国リン鉱石公社 (OfficeCherifien des Phosphates) : http://www.ocpgroup.ma/ 

ANIMA : http://www.animaweb.org/en/index.php 

ATU : http://www.agadiragreement-events.org/ 

Euro MED transport project : http:/ /www.euromedtransport.org 

TMSA (Tanger Mediterranean special Agency, Kingdom of Morocco) : http://www.tmsa.ma 

UNCT AD FDI Statistics : http://stats.unctad.org 
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